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外科病巣分離の黄色 ブ ドウ球菌 に対す るTeicoplaninの 細菌学的検 討

真下 啓二 ・由良 二郎 ・品川 長夫

石川 周 ・水野 章

名古屋市立大学第一外科学教室*

外科病巣分離のStaphylococcus aureusに 対 するteicoplanin(TEIC)の 抗 菌力 について検討

した。本 剤 のMIC50/MIC90/MIC range(μg/ml)は メ チ シ リ ン感 受 性 黄 色 ブ ドウ球 菌

(MSSA)お よびメチシリン耐性黄色ブ ドウ球菌(MRSA)の い ずれ に対 して もそれぞれ0.78/

1.56/0.39～1.56の 結果であった。対照薬剤11種 とのMIC90の 比較で は,MSSAに 対 しては

本剤はminocyclineに 次 ぎ,MRSAに 対 しては本剤が最も優れていた。
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Teicoplanin(TEIC)は マ リオン・メレル ・ダウ株式

会社で開発 されたグリコペプタイ ド系注射用抗生剤で

ある。本剤はメチシリン耐性黄色ブ ドウ球菌 〔methi-

cillin-resistant Staphylococcus aureus(MRSA)〕 を

含むグラム陽性菌に対 して抗菌力を有 し,そ の作用は

殺菌的 とされ る。既 に安全性 について は一般 毒性試

験,生 殖試験,抗 原性試験,局 所刺激性試験,腎 毒性

試験,聴 器毒性試験,一 般薬理試験等の前臨床試験成

績 な らびに第1相 臨床試験 において確認 され てい

る1)。今回我々は本剤の提供 を受け,外 科病巣分離の

S.aureusに 対 する抗菌力を測定 したので報告する。

教室保存の外科病巣分離S.aureusの うち,1987年

か ら1989年 の 間 に分離 され た メチ シ リン感 受性

黄 色 ブ ド ウ球 菌 〔methicillinlsensitive S.aureus

(MSSA)〕13株 とMRSA9株 について,本 剤 と対照

薬 剤 の抗 菌 力 を比 較検 討 した。なお,methicillin

(DMPPC)のMICが12.5μ9/ml以 上 の株 をMRSA

とし,6.25μg/ml以 下 をMSSAと 判定 した。対照薬

剤 はminocycline(MINO),arbekacin(ABK),

gentamicin(GM),tobramycin(TOB),cefazolin

(CEZ),cefmetazole,cefuzonam,piperacillin

(PIPC),DMPPC,imipenem(IPM),ofloxacin

(OFLX)の11種 とした。測定方法はMIC2000シ ス

テム に よ るMueller-Hinton brothを 用 いたbroth

microdilution methodで あ り,最 終 接種 菌量 は105

個/m1で あ る。

Table1にMSSAに 対 する各薬剤の抗菌力 を示 し

た。TEICの 最小発育阻止濃度(MIC)は0.39～1.56

μg/mlの 狭 い範囲に分布 してお り,0.39μg/m1の 株

が6株 と最 も多 く,MIC5。 は0.78μg/ml,MICg。 は

1.56μ9/m1で あった。対照薬剤の結果をみると,MIC

rangeで はDMPPCが0.39～3.13μg/mlと 比 較的狭

いが,そ の他の薬剤ではいずれ も広範囲に分布 してい

る。MIC5。 はPIPCの25μg/m1を 除 けばすべて1.56

μg/ml以 下 と比較的良好 な結果であった。MINOは

MIC50が ≦0.2μg/m1,MICgoが0.39μg/mlと 強 い

抗菌力 を示 したが,25μg/m1の 中 等度耐性株が1株

み られ た。GM,TOB,CEZ,PIPC,OFLXで は

MICg。 が ≧100μg/m1と 高 い値であった。

MRSAに 対 する各種薬剤の抗菌力 はTable2に 示

し た。本 剤 のMICはMSSAの 場 合 と 同 様 に

0.39～1.56μ9/m1の 狭 い範 囲 に分 布 し,MIC50は

0.78μ9/m1,MICgoは1.56μ9/m1で,0.78μ9/mlの

株 が5株 と最 も多 く認 め られた。対照薬剤 をみ ると

MIC50で はMINOとABKが0.39μg/mlと 良 好 で

あり,次 いでOFLXの3.13μ9/mlの 順 であるが,そ

の他の薬剤 では12.5μg/m1以 上 の高い値 を示 した。

MICg。 は 本 剤 に次 い でMINO3.13μg/m1,ABK

6.25μg/ml,IPM12.5μg/mlの 順 に高 くな り,他 の

8剤 は50μg/ml以 上 と不良であった。

近年,第2,第3世 代セフェム剤の使用頻度の上昇 に

伴 い,EnterococcuS属 やS-aureuSな どのグラム陽性

球菌の増加が報告されている。なかで も問題 となって

いるのはMRSA感 染 の爆発的な流行 で,ICUや 外科

病棟 などを中心に猛威 を奮ってい る2)。新規のグ リコ

ペプタイ ド系注射 用抗生剤 であるTEICは これ らの

グラム陽性菌 に対 して良好な抗菌力を持つ とされる。

我々はMRSAとMSSAに 対 す る本剤 の抗菌力 を対
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Table 1. Antibacterial activitiy of teicoplanin and other antibiotics against
methicillin-sensitive Staphylococcus aureus (13 strains)
(MIC2000 system, inoculum size: 105 CFU/ml)

Table 2. Antibacterial activitiy of teicoplanin and other antibiotics against
methicillin-resistant Staphylococcus aureus (9 strains)
(MIC2000 system, inoculum size: 105 CFU/ml)

照薬剤11種 と比較検討 した。

本剤のS.aureusに 対 する抗菌活性の特徴 は,比 較

的良好なMICが 狭 い範囲に分布 し,か つMRSAに 対

して もMSSAの 場合 とほぼ同等の抗菌力 を示す点 に

ある。対照薬剤 をみる と,MINOはMSSAに 対 して

は極 めて優れているが,MRSAに 対 しては明 らかな抗

菌力の低下が認 められ る。ABKはMRSAに 対 して

もMSSAの 場合 とほぼ同等の抗菌力を示すが,TEIC

に比 べMIC rangeが 広 い。その他 の薬剤 はMSSA

に対 してはPIPCを 除 き比較的良好 なMIC50を 示 す

ものの,IPM以 外 では耐性株が少なくない。 また,こ

れらの薬剤はMRSAに 対 しては十分な抗菌力 を示さ

ない。以上 より,TEICはMSSAお よびMRSAの い

ずれ に対 して もMIC50/MICg。/MICrange(μg/ml)

が0.78/1.56/0.39～1.56と 良 好な抗菌活性 を持つ こ

とが示 された。

本剤の体内動態 については既に喀痰,肺 組識,皮 下

脂肪等への良好な移行が報告 鋤 されている。今回の

抗菌 活性 の測定結果 を併 せて考慮 すれ ば,本 剤 は

MRSA感 染 をはじめとする外科領域 のグラム陽性菌

感染症に対 し,極 めて有用な薬剤の1つ に成 り得 るこ

とが示唆 された。
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In vitro antibacterial activity of teicoplanin against Staphylococcus aureus

isolated in the surgical field

Keiji Mashita, Jiro Yura, Nagao Shinagawa,
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The in vitro antibacterial activity of teicoplanin (TEIC) was tested against Staphylococcus

aureus isolated in the surgical field. MIC50, MIC90 and MIC range (,ug/ml) of TEIC were 0.78,

1.56 and 0.39-4.56 respectively, against both methicillin - sensitive S. aureus (MSSA) and

methicillin-resistant S. aureus (MRSA). In comparison with 11 control drugs, the MIC90 of TEIC

was closest to that of minocycline against MSSA, and superior to any control drug against

MRSA.


